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問題の所在

地理学においてイメージの研究は多岐にわたる→「場所イメージ」

・水田率が高い
・立山など
→農村的なイメージ

伊藤（1994）

・「都会」「明るい」
→都会的なイメージ

富山市 金沢市

既存の研究

・野村・吉田（2009）

被験者のどのような側面がイメージ形成に影響与えているのか
ということについて研究する必要がある

・伊藤（1994）

被験者の属性も考慮したイメー形成の説明が必要だとしている

研究目的

富山大学の学生を対象に、富山市と金沢市のSD法を
援用して場所イメージを明らかにする

限定的な属性に対して分析を行うことで，イ
メージの形成要因を明らかにし，イメージの
差異について探求する

調査対象地概要

富山市

◦ 人口：418,686人

◦ 面積：1,241㎢

◦ 概要：

富山県のほぼ中央から南東部分を
占め，北には富山湾を臨み，東に
は立山連峰，西には丘陵地帯，南
には田園風景が広がる地域

富山湾から3000m級の山々を擁す
る自然豊かな土地

金沢市

◦ 人口：465,810人

◦ 面積：468.64㎢

◦ 概要：

ほぼ石川県の中心部に位置し，
北側は金沢平野が広がり，東側
は白山連峰の丘陵地，西側は日
本海に面する1市3町に挟まれた
地域

市街地は近代的な商業施設が建
ち並ぶ一方で，卯辰山や犀川な
ど自然環境に恵まれた土地

SD法とは

・心理学で多用され、従来数
値化が困難とされてきた情緒
的な要素を数値化し測定する
方法であり、行動地理学をは
じめ地理学においても、地理
空間のイメージを分析する有
効な手段（若林 1987）

第1図 イメージプロフィール例



研究方法・手順

•予備調査アンケート

• 本調査アンケート

①アンケート調査

•イメージプロフィール

各尺度の平均値を線で結んだ

グラフのこと

「とても」にプラスまたはマ

イナス1，「やや」にはプラ

スまたはマイナス0.5，そし

て「どちらともいえない」に

は0の値を割り当てて数値化

をした

②分析

• ノンパラメトリック検定

• イメージの差を検討

• （Ｐ＜0.05で有意）

③分析

大学生を対象に2度のアンケート調査を行い、SD法を用いて分析を行う

調査アンケート内容

人数 16名
評定尺度の選定選定

（形容詞などの語句の選定）

第１次アンケート調査（予備調査） 第2次アンケート調査（本調査）

同年11月

評定尺度法調査
（富山県の地域イメージ）
属性の調査（出身地など）

159名

調査内容

実施年月 2017年10月

回答者 富山大学人文学部生
同大学人文学部・経済学部・理学部・工学部・

人間発達科学部１～４年生

第１表 アンケート調査概要

結果

2都市全体

（図２）

富山県内外出身（図３） 石川県内外出身（図４） 出身地域別（図５） 居住年数（図６）
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第2表 イメージプロフィールまとめ

居住年数
出身地域

イメージに変化

富山市

→ 田舎・農村的なイメージ

金沢市

→ 華やか・きらびやかなイメージ

考察

・過小評価

・「あこがれ」

2都市のイメージの差異

地域的特性や人々の感情もイメージ
の差異に深く関わっている
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＊は危険率5％で有意差あり

第2図 全体のイメージプロフィール
（調査結果より作成）

富山市 金沢市

第3図 富山県出身者と富山県外出身者のイメージプロフィール
（調査結果より作成）

富山市

第4図 石川県出身者と石川県外出身者のイメージプロフィール
（調査結果より作成）

第5図 出身地域別のイメージプロフィール
（調査結果より作成）

第6図 居住年数によるイメージプロフィール
（調査結果より作成）


